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企画展「学園創設者椙山正弌 没後５０年展——その“人”の生きた道」 

 

                               椙山歴史文化館館長 椙山 美恵子 

 

椙山正弌先生の生誕１３０周年にあたる平成２１年に誕生した

椙山歴史文化館。館内には常設展として学園の歴史的な資料を展示

する「歴史展示室」、創設者椙山正弌先生・今子先生の人と生活を

知る「正弌記念室」、そして企画展の場として「文化展示室」の３

つの室があります。常設展の二つの展示室ではお二人の執筆の書

籍・手稿類・作品・趣味や生活の遺品類などをいくつか展示してい

ますが、このたび正弌先生没後５０年にあたり、新たな資料を中心

に、お二人の“人”に焦点を当てた企画展を用意しました。 

正弌先生・今子先生は東京の同じ学校で学び、同じ志を持って明

治３８年（1905）椙山女学園の前身である名古屋裁縫女学校を創設。

５８年に亘って学園を牽引され、正弌先生は星が丘に大学キャンパ

スを開設した２年後の昭和３９年（1964）年２月に、また夫人の今

子先生はその１年後の４月に相次いで逝去されました。 

今回の展示では、学園の歩みを日本の教育の歩みの中に位置づけ

て見ていただくと共に、その時々において正弌先生がどのような思 

いで学園の発展に尽くしてこられたかを知っていただけます。展示資料には、正弌先生の「人間橋由来記」自筆原稿、

終戦の年昭和２０年１２月から毎日書き記されていた日誌など、初めて公開する資料があります。また正弌先生の側

近だった須田昌平先生の話（「私学人椙山正弌」より）や、お二人を直接知る卒業生の方々などから今回の展示に寄

せていただいた思い出の文は、お二人の人となりを知る貴重な資料となっています。 

卒業生から寄せられた文の中に「咲いた花みてよろこぶならば咲かせた根元の恩を知れ」とありました。この企画

展が幼稚園から大学院を擁する総合学園として発展した原点はどこにあるかを再認識し、学園の更なる発展に向かう

機会の一つになれば幸いです。（開催期間 平成２５年１１月１日～平成２６年６月２５日） 

 

博物館実習で学生が制作した「キャプション」を展示 

 １０月２２日（火）、椙山歴史文化館において学芸員資格取得のための 

「博物館実習」が行われました。実習の目的は、椙山歴史文化館の成り 

立ちを知ることにより、学校（大学）博物館が目指すものについて学ん 

でもらうことです。授業の後半では、学生の皆さんにキャプションを制 

作してもらいました。キャプションとは、タイトルや年代など、展示物 

に添える解説文のことです。学生作のキャプションの数々は現在、企画 

展『椙山正弌没後５０年展～その“人”の生きた道～』にて実際に展示 

しています。企画展の見学に来られた際は、展示品だけでなくキャプショ 

ンも是非ご覧になってください。 



【大正時代の制服がリメイクされました】 

 

生活科学部生活環境デザイン学科・冨田研究室の学生さんに、歴史展示室の制服をリメイクしていただきました。

新しく復元されたのは、大正１５年(1926)に制定された椙山高等女学校時代の制服のブラウスです。今回、リメイク

作品を制作するにあたっての感想をお聞きしました。 

 

生活科学部生活環境デザイン学科４年 冨田研究室 久保田真帆

今回、椙山女学園の歴史の一部である制服のブラウスの復元に携わらせていた

だきました。私はブラウスの縫製作業をやらせていただいたのですが、以前授業

で制作したブラウスとは違い襟の形がセーラーカラーであったこともあり、縫製

手順、構成の難しさに少し戸惑いました。また、歴史文化館の大切な資料を制作

しているという重大さと、椙山女学園の制服の清楚で真面目なイメージを崩して

はいけないという思いから、慎重に丁寧に制作することを心がけました。制服の

完成が近づくに従って、伝統ある椙山女学園の制服の制作に携わらせていただい

たことをますます実感し、誇りに思いました。 

今回、全てではありませんが、自らが制作に携わった制服が歴史文化館に飾ら 

れること、椙山女学園の伝統の一部として関わることが出来た事に感謝の気持ち 

でいっぱいです。私が卒業した後も、これから椙山女学園に入学されるたくさん 

の学生の皆様にこの作品を見ていただき、椙山女学園の古き良き伝統を感じてい 

ただけたら嬉しく思います。 
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【伊勢湾台風記録映画への製作協力】

伊勢湾台風は、昭和３４(1959)年９月２６日夕方、紀

伊半島に猛烈な勢力のまま上陸しました。名古屋市では

最大で毎秒３７メートルの暴風が吹き荒れ、南区、港区

などでは高潮に伴う甚大な被害を受けました。この台風

に伴う死者と行方不明者は５０００人以上に達しまし

た。椙山女学園でも４名の痛ましい犠牲者を出し、被災

生徒も２２０名余りに上りました。 

当時、学園では「椙山女学園災害救援隊」が組織され、

トラックで被災地に向かって救助支援にあたりました。

伊勢湾台風の惨事から半世紀以上を経て、次第に人々の

記憶が風化しています。しかし平成２３(2011)年３月１

１日の東日本大震災では、津波により伊勢湾台風をしの

ぐ大被害となりました。また近い将来、東海地方でも南

海トラフに伴う大地震が起きることが予想されていま

す。そんな中で、伊勢湾台風の記録の伝承を目的として、

この地方の映画関係者が「伊勢湾台風映画」製作委員会

を発足させました。この委員会は地元の企業などが協賛

し、平成２６(2014)年１１月に名古屋で開催される「ESD

ユネスコ世界会議」と連携し、防災教育に役立てるのが

目的とのことです。 

その製作委員会のスタッフが、学園に伊勢湾台風の記

録が残されていることを知り、この６月末に来館しまし

た。そこで歴史文化館では、『糸菊』の伊勢湾台風特集

号などの記事を紹介し、当時の椙山女学園災害救援隊の

写真データを提供しました。また、当時高校教諭で、救

援隊の活動に加わっていた椙山正弘学園長と、当時高校

生で、救援活動の作文を『糸菊』に残している大口ひさ

さんのインタビューの実施に協力しました。 

なお、この映画は「それぞれの伊勢湾台風」（仮題）

というタイトルで平成２６年秋の上映を予定している

とのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【メモリアルルームの準備が進んでいます】 

 

現在、椙山女学園中学校・高等学校のメモリアルルーム開設に向けた準備が進められています。室内デザインプラ

ンには、生活科学部環境デザイン学科の学生さんが参加しました。実際にプランに参加した感想を伺いました。 

 

                     生活科学部生活環境デザイン学科４年 滝本研究室 小島有加里 

椙山女学園中学校・高等学校のメモリアルルームのプランの制作に参加させていただい

たことは、とても勉強になりました。現実の物として出来上がるプランを考えることは初

めてのことで、改めて物を作ることの大変さを感じました。自分自身の考えを形にするこ

とも難しいですが、それ以上に相手の望む形にすることは難しいものでした。要望を聞き、

理解し整理して、案を出すことはすぐにはできませんでした。しかしその時間は楽しく、

充実した日々でした。今まで考えなかったことに対して興味を持ったり、何かヒントがな

いかと思いながら街を歩いたりすることで、見慣れている風景が新しい視点から見ること

ができました。気付くことも多くなり、疑問を持ち考えることが増えたように思います。 

何か案を考える場合は、一つのことで頭がいっぱいになりがちではありますが、周りに目を向け見渡すことが大切

だと気付きました。一歩引いた視点に立つことで私自身の視点だ 

けではなく、相手の視点や第三者の視点に立って物事を見ること 

ができます。こうすることで、新たな点に気付き、考えが甘いこ 

とを知ることができました。 

今回のメモリアルルームのプラン制作に参加させていただけた 

ことで気付いた点は多くあります。一回のことだけとは思わず、 

学んだことをさらに発展させていきたいと思います。実際に物が 

出来上がっていく段階を見る機会はあまり無かったため、今回は 

貴重な経験をすることができました。 
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【椙山女学園高校放送クラブの活躍、発端は昭和３５年から】

高校の放送クラブは、平成２５年度ＮＨＫ全国高校放送コンテスト全国大会にお

いて風船爆弾をテーマにした作品で、５００校近い参加の中で上位１０校に入り優

良賞を受賞しました。また東海ラジオのコンクールでは最優秀賞・文部科学大臣賞

を受賞しました。高校放送クラブはこれまでも文部大臣賞を含む数々の輝かしい活

動経歴を誇っていますが、その発端は昭和３５年にありました。放送クラブ最初の

参加作品「廻り道」は、全国高等学校ラジオ作品コンクールにおいて、全国で２１

０本の参加作品中１１作品が入賞したなかで民放連奨励賞を獲得、昭和３６年には

「箱の中の蟻」が優秀賞を受賞しています。その当時の台本が出演者の一人として

活躍していた卒業生から寄贈されました。 

              ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【歴史文化館ガイドを改定します！】 

『椙山歴史文化館・館内ガイド』を改定します。新しい『館内ガイド』はサイズを大きくし、椙山女学園の歴史を

知る小冊子として読んでいただけるよう、内容を加えました。写真も一部分がカラー写真になっています。椙山歴史

文化館に来館された際には、新しく生まれ変わった『館内ガイド』をぜひ手にとってご覧ください。 

 

 

 

上から見た室内模型 



【揚輝荘と椙山女学園】 

 

 覚王山日泰寺の近くに揚輝荘という建物があります。 

揚輝荘とは、大正から昭和初期にかけて（株）松坂屋の 

初代社長・伊藤次郎左衛門祐民によって建築された別邸 

です。 

 揚輝荘は、主な庭園と建物が平成１８(2006)年度末に 

名古屋市に寄贈され、そのうち５棟の建造物が平成２０ 

(2008)年５月に市指定有形文化財に指定されました。こ 

れまで市民共有の資産として、覚王山地域の歴史と文化 

の伝承という役割を担ってきました。 

 揚輝荘の中でシンボルとも言える建物のひとつが南園 

にある聴松閣（ちょうしょうかく）で、平成２５(2013) 

年８月に一般公開されるようになりました。その中の展 

示のひとつ「揚輝荘・創建の時代Ⅰ」では、「文化講演会の記録：菊池寛と芥川龍之介」のコーナーに大正１１(1922)

年１月２８日に椙山女学園の講堂で行われた文化講演会についてのパネルが展示されています。この講演会は、当時

の新聞「新愛知」が後援したもので、大正１１年１月２７日付の「新愛知」に講演会の予告記事が掲載されました。

当時、名古屋には椙山女学園の講堂以外に講演会に適した会場がほとんどなく、各種の文化講演会が椙山で行われて

いました。 

                          最近では、椙山女学園大学の学生や、高等学校・中学校の

生徒が揚輝荘の様々な催し物に参加しています。なお、椙山

歴史文化館の椙山美恵子館長が、揚輝荘の運営母体となって

いる「ＮＰＯ法人揚輝荘の会」の要請により、今年度から企

画委員に加わっています。 
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【図書館の臨時閉館中の椙山歴史文化館の入館について】 

 中央図書館はラーニングコモンズ設置工事のため、平成２６年２月１日（土）～３月１９日（水）を閉館期間とし

ています。椙山歴史文化館は、図書館閉館期間中も通常通り毎週水曜日、金曜日に開館します。ご来館の際は、図書

館入口の右側にある関係者用の出入口からお入りください。 
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【寄贈品紹介】 

○「バックル」（椙山女学園プール復興記念品）（水野茂生氏） 

○椙山女子商業学校アルバム（昭和１７年）（浅井克信氏）○昭和３５年全国高等学校ラジオ作品コンクール報告書 

○昭和３６年全国高等学校ラジオ作品コンクール参加作品 放送劇「箱の中の蟻」優秀賞受賞（佐々雅代氏） 
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【編集後記】 
 『椙山正弌没後５０年展』では卒業生の方から正弌

先生に関する文章を多く寄せていただきました。また、

歴史文化館ニュースの制作には、学生の皆さんにも協

力していただきました。本館では今後もこうした皆さ

んとの関係を大切にしていきたいと考えております。 
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